
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

考え、響き合い、やり抜いた運動会 

校長 加 藤 広 章 

 

 ５月２３日（土）、第５１回運動会を無事開催することができました。天候にも恵まれ、子ど

もたちの輝く姿がたくさん見ることができた運動会となりました。 

 

 今年も、子どもたちの真剣に取り組む姿が随所に見られました。特に団体競技では、毎年同

じ競技だからこその「よさ」を改めて感じました。 

 見る側からすると、「毎年同じ競技で代わり映えがしない」と感じることもあるかもしれませ

ん。しかし、子どもたちにとっては少し違うようです。 

 

 「来年は、あれをやるんだ。自分たちにできるかな」 

 「来年は、あの競技で勝ちたい！」 

 

 そんな声が聞こえてきます。 

 

 いざ運動会の練習が始まると、昨年度の様子を思い出しながら、「どうやったら勝てるか」を

チームごとに考え、作戦を練り、試行錯誤を繰り返す姿がありました。そのため、練習の時と

は異なる結果になった競技もありました。 

 

 また、誰が見ても厳しい状況の中で、最後まであきらめず、一縷（いちる）の望みにかけて

挑み続ける姿もたくさん見られました。 

 

 そこには、今年度、本校で育成を目指している 

「考える力」 「響き合う力」 「やり抜く力」 

が、確かに表れていたように思います。 

 

 ぜひ来年は、毎年続いている競技だからこそ見えてくる、子どもたちの工夫や成長、仲間と

力を合わせる姿にも目を向けていただければと思います。 

 

 最後になりますが、ご家族・地域の皆様におかれましては、お忙しい中、本校の運動会に足

を運んでいただき、子どもたちへ温かい声援を送ってくださったことに、心より感謝申し上げ

ます。 

【重点】自ら道を切り拓く子  

◎見通し、考えを深め、学びを創り出す ◎対話と協働でよりよい解決を目指す ◎失敗から学び、改善し、やり抜く 

【学校教育目標 自ら創る】 

 

 
 

旭川市立東光小学校令和８年度 学校だより第２号 ５月２９日（金） 
５０周年記念キャラクターが仲間入り！  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放課後の過ごし方 

 新学期が始まって２ヶ月が経ちました。

子どもたちの交友関係・行動範囲も広くな

ってきているところです。そんなときに、

次の点について注意が必要です。 

 ○外出先・帰宅時刻を知らせて行く。 

 ○大人のいない家には上がらない。 

 ○用事もないのに、お店に入らない。 

 ○買い食いやおごりおごられはしない。 

 ○お金・カードなどの貸し借り・あげた

もらったはしない。 

○危ないところでは遊ばない（道路や川

など） 等 

 家庭と学校が連携しながら見ていくこと

が大切です。ぜひ、安全に過ごせるように、

ご協力よろしくお願いいたします。 

 

 

５月１６日（土）に PTA 環境整備作業が

行われました。大人１０２名、子ども１０３

名が参加して校舎裏やプール、扇風機など

がきれいになりました。ご協力ありがとう

ございました。 

PTA環境整備作業 

日 曜

1 月

2 火

3 水

4 木

5 金

6 土

7 日

8 月

9 火

10 水

11 木

12 金

13 土

14 日

15 月

16 火

17 水

18 木

19 金

20 土

21 日

22 月

23 火

24 水

25 木

26 金

27 土

28 日

29 月

30 火 (6年のみ)通5　保護者面談❶

修学旅行回復日(6年)

特6

真和保育園運動会(雨天時　体育館)

修学旅行(6年)

修学旅行(6年)　読み聞かせボランティア

２年生活科校外学習(東光図書館)

東光幼稚園運動会(雨天時　体育館)

東光幼稚園運動会リハーサル

SC来校

委員会③　東光幼稚園運動会リハーサル予備日　読み聞かせボランティア

特5　小学校の工事現場見学会(5年)

耳鼻科健診(2・5年)

クラブ③　消防出前授業(3年)

校外学習(4年)

特5　教育相談④

特5　教育相談②

全校集会②　委員会②

特5　教育相談③

特5　教育相談①　租税教室(6年)

                 行         事         予         定

特6　研修②

～生理用品のトイレの配備について～ 

旭川市では令和５年度から、急に生理用品が必要になった時や教室に取りに行くことに抵抗

がある時、手持ちのものが不足した時、又は家庭で準備できなかった時などに気兼ねなく使用

し、安心して学校生活を送ることができるように、小中学校のトイレに生理用品を置くことに

なりました。 

なお、市内小中学校や道立学校のトイレに生理用品を置くことが進められているところです

が、学校以外の場所で困らないように、自分に必要な物は自分で持ち歩くことが大切であるこ

とや、身体のことや使い方などで困った時には教職員が相談に乗ることについても、お子様に

お話しいただくようお願いいたします。 


